
北九州市立高等学校アクティブラーニングルーム改修業務委託 

事業者選定審査評価基準表 

 

1 審査方法 

（1）審査は、評価基準の評価項目及び配点に従い、応募事業者の提案内容を評価し、得点の高 

い順に、契約交渉権に係る優先順位を決定する。 

（2）集計結果をもとに、参加業者の順位を決め、最優秀提案者を決定する。同点の場合、2評価 

基準表における 2、業務内容の（2）から（4）の合計点数が高い者を選定する。 

（3）（2）において同点の場合、見積金額の最も低い者を選定するものとし、見積金額の最も低い

者が複数の場合は、審査会にて提案書の再審査を行う。 

（4）提案者が 1 者の場合、各委員の評価点の合計点数が５４０点（6 割）を超えていることを選定

の基準とする。 

 

2 評価基準表（150点満点） 

 

評価項目 評価基準 配点 

1 業務の基本方針 １０ 

 （1）業務目的及び内容を理解し、積極的な業務提案がなされているか。 １０ 

２ 業務内容 １００ 

 （1）仕様書の目的・内容等を反映した、本業務にとって有効で実現性の高

い提案内容となっているか。 
１０ 

 （2）既存設備の撤去について、対象機器や流用方法が具体的に提案され

ているか。※撤去等が必要ない場合は、その旨記載すること。 
１０ 

 （3）改修後の教室が、北九州市立高等学校が推進する探究的な学びの

推進につながるものとなっているか。 
４０ 

 （4）設置する什器等について、機能性が優れ学習効果が期待できるもの

になっているか。 
４０ 

３ 業務推進体制 ２０ 

 （1）組織及び業務遂行に関わる各要員・グループが有する経験・能力・知

見・ネッドワークについて具体的に提案されているか。 
１０ 

 （2） 適切な業務スケジュールが策定されているか。 １０ 

４ 業務実績 １０ 

 （1） 過去に本業務に類似する業務実績を有しているか。 １０ 

５ 価格点 １０ 

 （1）見積金額が提案限度額の範囲内であり、仕様書で求める業務及び提

案内容に見合った妥当な金額となっているか。 
１０ 

合計 １５０ 


